
「川上小学校の川上踊伝承活動の取組」 

 

１ 学校名  

いちき串木野市立川上小学校 

 

２ 学年・人数   

３年生以上の希望者（５人），地域保存会 

 

３ 日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所   

令和５年８月 川上小学校校庭 

⑵ 発表の日時・場所   

令和５年８月 27日（日） 川上小学校校庭 

 

４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能について 

⑴ 名称   

   川上踊（かわかみおどり） 

⑵ 由来 

今から四百数十年前，五穀豊穣と平和を祈念して創始されたものと伝えられてい 

る。毎年８月 26日を踊りの日と定め，踊り続けられてきたが，戦時中から中断し

ていた。その後，昭和 39年から復活した。現在では，原則として８月末の日曜日

に踊り，川上踊保存会によって毎年行われている。 

 

⑶ 構成等 

踊り子は太鼓 14人，鉦４人からなり，踊り子は下と上に別れ踊りの型が異なっ 

ている。踊りの種類は，（①門係
もんがかり

②庭入
にわいり

③庭
にわ

取
とり

④後
あと

すざり⑤荒川
あらかわ

⑥チャンチャコ

⑦ササラ⑧片
かた

セキ⑨高飛
たかとび

⑩コクラン⑪横飛
よことび

⑫コクランの出
で

切
きり

⑬四十
しじゅう

べ⑭サシ鐘
かね

⑮楽
がく

⑯モッコンコンノヌカシ⑰回
まわり

節
せき

⑱入
いり

コシ⑲庭崩
にわくずし

⑳ツンテン㉑唄
うた

㉒七夕
たなばた

謝礼
しゃれい

）の

22演目がある。一踊り約 40分かかる。 

 

５ 保存会や地域との連携の具体 

運営にあたっては，川上地域審議会員と神社総代・顧問等が参画する。なおこの保

存会には，地域館長，集落公民館長，婦人会長その他の団体の長の参加が求められる。 

また，旧市来町時代（昭和 36年４月）に文化財に指定されている。 

 

６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点 

以前は，文化財少年団・ＰＴＡ及び川上踊保存会が中心となって運営していたが，

学校の児童数減少に伴い，現在は，川上コミュニティ協議会が運営をし，小学生は希

望者を募って参加をしている。また，学校教育活動としては，高学年の総合的な学習

の時間に「ふるさとを伝えよう」のテーマで川上地域の調べ学習を行い故郷の文化に

親しむ学習を行っている。 

 

 



７ 取組の様子（練習状況，発表の場等） 

         

   

            

８ 参加児童生徒・保護者・保存会・教員等の感想・意見 

 【児童】 

   ・ はじめて踊って緊張しました。４時間近く踊って結構きつかったけどおじいち

ゃんがほめてくれてうれしかったです。（３年生） 

・ はじめて踊って楽しかった。（４年生） 

   はじめて，神社を巡って踊ることができた。３つの神社を巡ってきつかったけど，

最後まで踊ることができてよかった。（４年生） 

  ・ 暑い中，最後まで踊ることができ，よかったです。来年も頑張りたいです。

（５年生） 

  ・ みんなで力を合わせ踊ることができました。コロナもあけ，久しぶりに神社を

巡って踊りを奉納することができました。地域の人も喜んでくれてよかったです。

来年も頑張ります。（６年生） 

 【保存会】  

  川上踊は昔，｢男の踊り｣であったが，地域の過疎化が進み｢踊り子不足｣から女性

の踊り子も参加するようになってきました。現在は，この川上地域の伝統芸能を絶

やさないため，また川上地域の活性化を図るために，川上コミュニティの環境保全

部の「川上踊保存会」の中で活動しています。今年も，小学生，中高生，成人が参

加しくれました。勇壮華麗に鐘や太鼓を打ち鳴らし踊るこの川上踊が末永く続いて

いくことを願っています。 


